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平成17年 度 「現代的教育ニーズ取組支援プログラム(現 代GP)」 に本学が選定

現代的教育ニーズ取組支援プログラム(現 代GP(グ ッド・プラクティス))は 、文部科学省が「各種審議会からの提言を基に

社会的要請の強いテーマを設定 して、各大学等から申請された取組の中か ら、特に優れたプロジェク トを選定 して財政支援を

行 うとともに情報発信 し、高等教育全体の活性化を促進すること」を目的として実施している事業です。

公募対象となる取組は、「国公私立の大学 ・短期大学 ・高等専門学校における「学生教育に関する取組」のうち、各大学等がテー

マの趣 旨 ・目的に沿って確実な計画のもとに新たな大学教育改革を図ろうとしているもので、我が国の大学教育改革に資する

取組」を対象としています。

本年度は、全国の国公私立大学等から申請のあった509件 の中から、84件 の採択がありました。そのうち、「地域活性化への

貢献(地 元密着型)」の公募テーマで、奈良女子大学の下記のプログラムが選定されました。

地 域 の 変 革 を 促 す 女 性 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム
ー 歴史 的市街地 に立地す る大 学を地域社会変革の拠点 とす る 一

取組担当者:上 野 邦一 生活環境学部長

本プログラムは、地域づ くりの人材育成を進めるため、これまで個別に取組んできた地域 との連携を生活環境学部として体

系化する教育改革である。具体的には、授業、演習等で実施 してきた取組を①商店街の活性化、②女性起業家から学ぶ、③歴史

的な生活 ・町屋から学ぶ、④住宅地の居住環境整備、⑤安全 ・安心のまちづくり、⑥歴史的景観の現代的再生の6つ のテーマに

整理 し、学生達の関心に沿って、性質の異なる三地域で実践的に学べるようカリキュラム、シラバス等を改善するものである。

同時に、このプログラムを通 じて地域活性化に役立つ能力を養成 し、学生達が大学周辺の地域活性化に貢献 しようとするもの

である。地域舌1生化への貢献で最も重視 した点は、地域と連携 した教育改革を通 じて、意欲と能力のある女性が地域で活躍でき

るように、地域社会の変革を促すことである。

古代学学術研究センターを設置

平成17年6月24日 付 けで古代学学術研究センターが設

置 されました。平成10年3月 に設立準備室が発足 してから

七年 にわた り共同研究 ・シンポジウムを開催 し、その成果

を積み上げてきました。平成12年 度からは財団法人国際高

等研究所 との共同研究 もスター トし、一・般公開講演会 ・公

開シンポジウムを開催 してきました。このような準備が21

世紀COEプ ログラムの採択に結実 しました。メンバーは

COEの 推進に全力を挙げています。センターとCOEの 両輪

をフルに動か し、奈良女子大学が古代学研究の文字通 りセ

ンターの機能を果たす ことが期待 されます。

コラポレーションセンターの配置図決まる

ユニバーシティ ・アイデンティティ(Ul)戦略について

奈良女子大学広報企画室では、大学のイメージを内外に伝

え、対外的に大学についての良好なイメージを社会に構築 す

るコミュニケーション活動として、UI戦 略に着手 しています。

①近鉄 奈良 駅地下 コンコー ス に ② 大学周 辺道路 に大 学の標 示 を

イメージポス ターを設置 設置

コラボ レーションセ ンターは、今

年の4月 か ら事務局棟東側に建設が

進められていま したが、11月 末に完

成の予定です。セ ンターには、図のよ

うに各種研究センターや研究協力課

事務室、また地域連携関係 の部屋等

があり、3階 には放送大学奈良学習セ

ンターと講義室等があ ります。社会

に開かれた建物 としての存在感を示

す ことが期待 されています。
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21世 紀COEプ ログラム 国際シンポジウム 「古代 日本の言語文化」を開催

奈良女子大学が選定 されている21世 紀COEプ ログラム 「古代 日本形成の特質解明

の研究教育拠点」事業の一環 として企画された2005年 度の国際シンポジウムは、我

が国最古のアンソロジーである『万葉集』成立1200年 記念のシンポジウムとして、主

として言語文化のメンバーを中心 として8月20日(土)～24日(水)に わた り開催 し

ました。

_
(806)成 立 とする説が・最 も有力です。その万葉集の表記をあ ぐっては・古代 日本語 シンポジウムの様子

全体の表記の問題 と関連 して、さまざまに議論されてきたところですが、「難波津」木

簡の出土その他、最近の考古学の発掘成果により大きな進展を見せています。その現状を踏まえて、これまでの表記研究の成果

を発展的に批判 し、今後の古代 日本語表記の研究、ことには万葉集の表記の研究のあり方について論議が重ねられました。

第2日 目は午前が「海外における古代 日本文学受容の実態と課題」、午後が「中国語 ・中国文学の受容について」というテーマ

で開催。タイ、カナダ、韓国、台湾か らの4名 の研究者による

平成17年 度第一回オープンキャンパス 灘 撃籍 婆 温 慧 て鰻 究者も交えて様々 な角度から

7月30日(土)、 平 成17一 一㌦ 第3日 目 か ら5日 目 にか け て は・若 手 研 究 者 支 援 プ ロ グ ラ

年 度 第1回 目のオー プ ンキ ャ ム を 開 催 ・北 は北 海 道 ●東 北 か ら南 は九 州 に い た る ま で全 国

ンパ ス が 開 催 され ま した 。 の 大 学'大 学 院 か ら60名 を 越 え る 参 加 者 が あ り・盛 会 で

天 候 に も恵 まれ 、昨 年 を大 した。

幅 に 上 回 る1,136名 の 参 ・

加者がありました。

当日は、久米学長が大学 模擬講義の様子

全般について紹介 した後、参加者は希望する学部 ・学科で模

擬講義や実験等を体験 しました。また、入試や大学での履修、

留学や学生生活関係(寮 ・奨学金 ・就職)な どに関する相談

を受けるコーナーでは職員のほか、在学生が先輩として対応

しました。

学生寄宿舎、附属図書館、総合情報処理セ ンターなどの施

設見学のほか、記念館(国 の重要文化財)で は在学生音楽系サー

クル有志による演奏が行われ、

オープンキ ャンパスを盛 り

上げ、参加者 には大学の特色

が十分に伝わった様子でした。

なお、オープンキャンパス

は年2回 開催予定であり、次

回は10月30日(日)を 予定

音楽系サークルによる演奏 しています。

女高師時代のピアノ

近畿地区国立大学体育大会の結果

第43回 近畿地区国立大学体育大会(当 番大学:滋 賀大学

他)が8月4日(木)～26日(金)に 開催され、各種目の熱戦が

繰 り広げられました。

奈良女子大学 は9種 目に

参加 し、総合成績では惜 し

くも入賞を逃 しましたが、

次の団体が見事入賞を果た

しました。

〈団体 〉

卓球(第2位)

硬式テニス(第3位)

弓道(第3位)

学生表彰式

奈良女子大学では、平成

16年 度から課外活動 また

は社会的活動等において顕

著な業績や成果を挙げた学

生を表彰するための学生表

彰制度を設 けています。今

回は次の2名 の学生 と1団

体が表彰を受けました。

(個人)

上野

試合の様子

奈良女子高等師範学校の授業開始(明 治42年5月1日)と

同 じ月に購入 された1台 のグランドピアノは、当時の外観を

保つよう、約4ヶ 月にわたり丁寧に修復され記念館に戻って

くる時を待 っています。脚部 ・譜面台などの彫刻は細か く、

金色に輝 く鉄骨フレームにある見事な装飾など艶やかな黒色

本体か らは、品格 と威厳を感 じます。響板 に「山葉竪製」の楕

円形 シールがあるほか、鍵盤蓋には内

国博覧会の褒章 メダル模様もあり、日

本でのピアノ製作における初期製品の

ようです。一般の方にも修復されたピ

アノの音を楽 しんでいただける ミニコ

ンサー トの開催を、企画 ・検討 してお

ります。詳細は決まり次第、本学HPに

掲載いたします。

久米学長か ら表彰 を受 ける学生

明 日香(生 活 環 境 学 部4回 生 ・ア イ ス スケ ー ト部)

第4回 関西学生 フィギュアスケー ト競技大会2部 女子3位

第25回 国公立大学フリースケーティング競技会Aク ラス女子第1位

鈴 木 智 菜(文 学 部2回 生 ・アイ ス スケ ー ト部)

第25回 国公立大学フリースケーティング競技会Dク ラス女子第2位

(団 体)

ア イ ス ス ケ ー ト部

第25回 国公立大学フリースケーティング競技会女子総合第3位
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三年 目を迎えた地域貢献事業 －健康あら21Stepアップ事業－

高齢者が身体活動的に自立 し、QualityofLifeを 維持するために支援し、指導者の育成を図る

ことをめざすこの事業も、今年で三年になります。この間に当事業の「指導者サロン」に会員登録

したボランティアの方 々は約160名 。この方々を対象に、年に4回 「フォローアップ研修会」を開

催 してきました。講義 と実習、それに県下各地区からの情報交換など。参加者には、様 々なプログ

ラムを楽 しんでいただきました。文学部スポーツ科学講座では教

員はもとより、院生や学生やOGな ど関係各位にも協力をお願い

しつつ、和気あいあいの内にこの事業を進めています。
一

、二年目に開発 ・普及 した「元気体操」(「元気」「溌刺」「い

きいき」の体操三部作)は 、すでに県民を対象 としたテレビ報道や行事などでも紹介 ・実践されて

言畿1諜 目旙 謙 錨 瓢 脳 備 読副姦 ク」を提案しており'12月11

公開講座風景

奈良女子大学理学部数

学科では、平成14年 度

から、理数離れ対策の一

環 として、小中学生向け

の公開講座を開いており

ます。本年度 は「親子で

体験マテマチカ2005」

と銘打ち、小学校高学年

の児童 と保護者 のペァ

示 ミナーハウス調 ロェ

写真1

20組 を対象 として8月20(土)、21日(日)の 両 日に開催 し

ました。

初 日の講演は「数で遊ぼう」(担当:上 田)《写真1》 と題 し

て、分数を小数に直す時に現われる循環小数のひみつとその

仕組みについて、紙に自分の手で計算 しつつ味わって もらい

ま した。二 日目の講演は「色々な ものをはか ってみよう」(担

当:柳 沢)《写真2》 と題 して、図形に関するい くつかの間題

について、実際に面積や長さを測ったり、道具を用いて実験

したりして、その意味を理解 していきました。

r'

写真2

両 日とも会場の理学部

会議室は大入 り満員の盛

況で した。参加 した小学

生たちは、講演 した教員
■ と補助の学生の指導の下

、

保護者 といっしょになっ

て計算にてこず ったり首

をひね った りしなが ら、

数や図形の不思議を楽 し

んでいました。

奈良女子大学では、平

成15・16年 度に地域 と

連携 して10件 の地域貢

1,献 特別支援事業を実施し、

「 「「■軍■ 一

そのうちの一つに「奈良

町の町並み保全 ・活用事

業」があ りま した。この

事業で、奈良町に増えつ 調印式の様子

つある空家を活用す る事例として、大学が利用するセ ミ

ナーハウスを提案 し実践することになり、6月27日(月)、

久米学長と町家の所有者、正木康雄氏との間で正木家所

有の町家を奈良女子大学 「奈良町セ ミナーハウス」とし

て利用する覚書の調印が行われました。

正木家は奈良町のほぼ中央部に位置する毘沙門町にあ

り、町家特有の通 り土間、土間には、かまど ・井戸がのこ

り、棟には煙出しがあります。これらから、伝統的な住ま

いの様子がわかるだけでなく、土間上部の梁組が見え、

伝統的な構造 も理解できます。これらの構造 ・意匠から

みて、明治時代前期の建物であると推定されます。

10月31日(月)の

オープンセレモニーに

むけて最小限の修理 ・

改造を行っており、この

建物で大学のセミナー、

講義、会議及び展示な

ど大いに活用されるこ

「奈良町セミナーハウス」として とが期待出来ます。
利用される正木家

佐 保 塾 －社団法人佐保会主催－

奈良女子大学構 内にある佐保会館は、平成17年 度の国の登録有形文化財に指定され

ました。この会館では今年度より社団法人佐保会(奈 良女子高等師範学校 ・奈良女子大

学同窓会)主 催による「佐保塾」が多彩に催され、学外か

ら小 さな子供さんをはじめ多 くの方が参加 し、開催 日に

はにぎやかな声が響いています。9月11日(日)に 開催

された第四回佐保塾では、生活環境学部 上野邦一学部

長による「奈良の近代化と和風意匠を考える」の講演会

「佐保塾」の様子

L昌

国の登録有形文化財に指定された佐保会館

がありその後、佐保会館の見学と建築史の視点か らの説明がありました。「佐保塾」の他、佐保会

では「佐保カルチャー」としての講演会企画も10月 以降3件 が予定されています。
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国際交流センターホームページ開設

奈 良 女 子 大 学 国 際 交 流 セ ンタ ー で は、今 年7月 に 同 セ ンタ ー の ホ ー ムペ ー

ジを 開設 しま した。

この ホー ム ペ ー ジ は、奈 良 女 子 大 学 の 留 学 生 や 外 国 人 研 究 者 、留 学 や 海 外

で の研 究 を 考 え て い る奈 良 女 子 大 学 の 学 生 や研 究 者 の た め に、学 習 ・生 活 支

援 情 報 を分 か り易 くタ イ ム リー に提 供 す る た あ の サ イ トとな って い ます 。

学 内 は も ち ろん 、地 域 で行 わ れ る行 事 等 も含 め て様 々 な 催 し物 の 開 催 や参

加 者 募 集 の情 報 、留 学 説 明 会 の 実 施 情 報 、セ ンタ ー で 貸 し出 し して い る 図書

の リス ト等 、有 用 な情 報 を見 る こ とが 出 来 ま す 。ま た、これ らの事 業 の実 施 報

告 が順 次 掲 載 さ れ て い ます 。

今 後 も随 時 更 新 を重 ね、最 新 情 報 を 提 供 す る こ とに努 め る と 同時 に新 た な

コー ナ ー を設 け る な ど して 内容 を よ り充 実 さ せ て い く予 定 です 。

(http://www.nara-wu.ac.jp/iec/index/index.htm)

外国人留学生実地見学旅行

9月15日(木)、16日(金)の 両日、名古屋方面への留学生

実地見学旅行を実施 しました。留学生43名 が参加 し、日本で

35年 ぶりの本格的な万博となった「2005年 日本国際博覧会、

愛 ・地球博(愛 知万博)」を中心として、「キリンビール名古屋工

場」、陶磁器メーカで有名な「ノリタケの森」を見学しました。

「愛知万博」では、平 日にも係わらず、閉幕を間近に控え入場

者 も多数でしたが、

留学生は、目的のパ

ビリオンへの入館を

目指 し、長蛇の列に

加わっていました。

特に母国のパ ビリ

オンには興味を示し、

学長と留学生の懇談会

出展作品や土産物な

ど感慨深 く見学 して

いました。中には3回

目だというベテラン 愛知万博で

留学生もおり、リピーターに支えられた万博であったことを窺い

知ることができました。

キリンビール名古屋工場では、営利を目的とした企業であり

ながら、温暖化防止のためCO2排 出量削減の目標値を設定する

など、地球環境問題にも真剣に取 り組まれている事業活動に感

心 していました。

さらに、「ノリタケの森」では、童心にかえって陶器の皿やマグ

カップへの絵付けを体験するなど、留学生相互の交流と親睦を

図 りながら、日本

をより深 く理解す

るとともに、環境

問題についても再

認識 した有意義な

見学旅行でした。

7月15日(金)、 「学長 と留学生の懇談会」が開かれ、久米学

長と奈良女子大学で学ぶヴィエ トナム、マレイシア、中国、韓国

出身の博士課程に在籍する留学生4名 が約2時 間にわたり和や

かに懇談 しました。懇談会は学長の挨拶に始まり、留学生の自

己紹介、研究の進捗状況の報告、現在困っていることや学長へ

の要望等、内容は多岐に及びましたが、全員が研究者を目指 し

ている学生であることから、自ずと話題は研究環境に関すること

へと集 中しました。留学

生は、落ち着いた環境で

勉強出来ることに満足 し

ている様子でした。留学

生にとって、普段は接する

機会の少ない学長と直接

話をすることができ、大変

有意義な時間となったよ

うです。

国際交流基金使途報告

国際交流基金の平成17年 度の主な留学生等支援については

次のとおり予定しています。
・外国人留学生奨学金9名(博 士後期課程4名 、博士前期

課程4名 、学部1名)に 対 し、一人月額4万 円を1年 間支給

合計432万 円
・派遣留学奨学金5名 に対 し、一人10万 円を支給

合計50万 円

平成16年 度に支援 した学生の留学先は次のと

おりです。

韓国:梨 花女子大学、ソウル大学

オース トラリア:キ ャンベラ大学

英国:オ ックスフォー ド大学

オース トリア:グ ラーツ大学

真剣に絵付けに取り組む留学生たち

・留学生スピーチ大会援助 発表者 一人1万 円の図書券

を進呈 合計10万 円
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